
まえがき＝近年，素材の高機能化・高品質化への要求は∵てCu

2O が生成し，時間とともに皮膜厚みが増加するこ

とが知られている3）～8）。2

Oの存在

有無確認には有効である。しかしながら，オージェシグ

ナルは，散乱光電子と 2次電子が混在しており異方性を

持つことからCuLMMスペクトルからCu2O の定量解析を

行うことは困難である7）, 8）。前述のその他の方法を用い

ても，銅表面の自然酸化皮膜中からCu2O のみの情報を

取出し，十分な精度で定量厭

カーブを作成することができる

10）, 11）。また，FT-IR は非

破壊であり，真空下で測定する必要もないため迅速性に

も優れている。反面，両酸化物の吸収位置は遠赤外領域

に近く測定感度が低いため，銅表面自然酸化皮膜の IR測

定はデータの獲得自体が困難であり，IRによる過去の研

究例は加熱や湿潤環境下で酸化皮膜厚みを意図的に成長

させた場合に限られている9）, 12）, 13）。しかしながら，現在

の主流である FT-IR を使用し，測定条件を最適化すれば，

自然酸化皮膜に関しても十分な情報が得られるものと期

待できる。本稿では，銅表面に存在するCu2O の定量解

析を目的とし，FT-IR を適用した結果について報告する。

1．実験方法

1．1　供試材

　純度 99.9％の銅シート（フルウチ化学株式会社製）を
実験に供した。試料を 15 ％ H2SO4に 5 分間浸漬した後，
純水リンス及びアセトン洗浄を施し，表面酸化皮膜の除
去を行った。酸化皮膜除去後のサンプルは空気中に所定
時間放置し酸化皮膜を生成させた。
1．2　FT-IR 測定

　FT-IR 測定には，Nicolet 製 Magna-750 spectrometer を
s
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側に位置するためである 9）。
　さて，放置時間が 0分のスペクトルにおいてCu2O の
吸収が観測されなかったため，各放置時間のスペクトル
と 0分のスペクトルとの引算を行い，差スペクトルを作
成した。結果を図 5に示す。縦軸の主軸に吸光度を，第
2軸に膜厚を示した。図5では，良好とは言えないまでも，
十分な S/Nが得られている。
　図 5から得られる各放置時間と膜厚の関係を図 6に示
す。得られた膜厚はプローブ領域（長軸が 20 mm，短軸
が 5 mmの楕円）内の平均値である。放置時間の増加に
伴ないCu


